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中
井
履
軒
の
君
子
観

藤　

居　

岳　

人

は
じ
め
に

　

聖
人
君
子
と
い
う
語
は
、
人
間
と
し
て
の
理
想
像
を
表
わ
す
と

き
に
用
い
ら
れ
る
。
一
般
的
に
儒
家
の
思
想
に
お
い
て
は
、
至
高

の
存
在
と
し
て
ま
ず
聖
人
が
挙
げ
ら
れ
、
君
子
は
そ
れ
に
次
ぐ
理

想
像
と
さ
れ
る
。
聖
人
と
君
子
と
の
こ
の
位
置
づ
け
は
、
ど
の
儒

者
を
と
っ
て
も
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
儒
者
に
よ
っ
て

位
置
づ
け
に
微
妙
な
違
い
が
あ
り
、
そ
の
違
い
が
そ
の
儒
者
の
立

場
を
反
映
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

儒
者
に
よ
る
「
聖
人
」
の
語
や
「
君
子
」
の
語
の
解
釈
を
検
討
す

る
こ
と
は
、
そ
の
儒
者
の
立
場
を
明
確
に
す
る
ひ
と
つ
の
有
力
な

方
法
に
な
り
得
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
の
大
坂
に
設
立
さ
れ
た
懐
徳
堂
は
、
多
く
の
著

名
な
儒
者
を
輩
出
し
て
お
り
、
な
か
で
も
中
井
履
軒
は
、『
七
経

逢
原
』
や
『
七
経
雕
題
』
な
ど
の
著
述
に
よ
っ
て
経
学
研
究
に
優

れ
た
業
績
を
残
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
君
子
に
対
す
る
履
軒
の
見

解
を
検
討
し
て
、
儒
者
と
し
て
の
彼
の
立
場
の
一
端
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
際
、
履
軒
の
『
論
語
逢
原
』
を

中
心
と
し
て
、『
孟
子
逢
原
』
と
『
中
庸
逢
原
』
と
を
併
せ
て
取

り
上
げ
る
。
な
ぜ
こ
の
三
書
を
取
り
上
げ
る
の
か
。
履
軒
は
『
孟

子
』
公
孫
丑
章
句
上
「
宰
我
曰
く
、
予
を
以
て
夫
子
を
観
れ
ば
、

堯
舜
よ
り
賢
る
こ
と
遠
し
」
の
箇
所
の
『
孟
子
逢
原
』
に
「
孔
子

の
道
を
伝
う
る
者
は
、
唯
だ
『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』
の
三
種

の
み
」
と
述
べ
る（

１
）

。
す
な
わ
ち
、
儒
者
と
し
て
最
も
尊
重
す
べ
き

「
孔
子
の
道
」
が
こ
の
三
書
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
と
言
う
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
書
に
対
す
る
注
解
が
履
軒
の
儒
教

理
解
の
神
髄
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
以
下
、
履
軒
の
『
逢

原
』
を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
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一
、「
君
子
」
の
語

　

中
井
履
軒
の
君
子
観
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
あ
る
程
度
、

「
君
子
」
の
語
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ

う
。
以
下
、
先
学
の
業
績
に
拠
り
つ
つ
、
君
子
の
性
格
を
概
観
し

て
お
き
た
い
。

　

白
川
静
『
字
統
』（
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
君

の
字
は
尹
と
口
と
に
従
い
、
尹
は
神
杖
を
も
つ
形
で
、
口
は
祝
禱

を
収
め
る
器
。
祝
禱
し
て
祈
る
聖
職
者
が
原
義
だ
と
言
う
。
そ
し

て
、
君
は
聖
職
者
で
あ
り
、
同
時
に
政
治
的
な
君
長
た
る
も
の
の

意
だ
っ
た
の
が
君
子
の
語
義
に
反
映
し
て
、
君
子
は
も
と
位
に
あ

る
も
の
の
意
だ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
後
、
そ
れ
に
聖
人
君
子
の
よ

う
な
徳
性
と
し
て
の
意
味
を
与
え
た
の
が
儒
家
だ
っ
た
と
言
う
。

　

次
に
、
湯
浅
邦
弘
「
戦
国
楚
簡
と
儒
家
思
想
―
「
君
子
」
の
意

味
―
」
で
は
、
戦
国
楚
簡
に
見
ら
れ
る
「
君
子
」
の
語
を
検
討
し

て
、
君
子
を
従
政
者
、
す
な
わ
ち
、
君
主
そ
の
人
で
は
な
い
も
の

の
統
治
階
層
に
あ
る
貴
族
、
と
定
義
す
る
。
そ
の
う
え
で
、『
論
語
』

を
中
心
と
し
て
伝
世
儒
家
系
文
献
の
「
君
子
」
の
用
例
を
検
討
し

て
、単
な
る
理
念
型
と
し
て
の
人
格
者
像
を
提
示
す
る
の
で
な
く
、

孔
子
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
従
政
者
像
と
し
て
の
君
子
像
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る（

２
）

。

　

ま
た
、
湯
浅
論
考
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
橋
本
高
勝
『
天
罰
か

ら
人
怨
へ
』
で
は
、
白
川
の
『
字
統
』
と
同
様
に
、
春
秋
中
期
の

金
文
「
用も

っ
て
遠
邇
（
近
）
の
君
子
（
里
君
）
を
康
柔
し
綏す

い
か
い懐

せ

ん
」（
晋
姜
鼎
）
を
取
り
上
げ
て
、「
君
子
」
の
語
が
本
来
は
在
位

者
を
指
す
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
橋
本
論
考
で
は
、
君
子
と
小
人
と

を
対
比
す
る
例
を
『
書
経
』
や
『
詩
経
』
に
探
っ
た
う
え
で
、『
論

語
』
に
至
っ
て
君
子
・
小
人
の
対
比
を
道
徳
的
な
対
立
関
係
の
意

味
で
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う（

３
）

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
元
来
、
位
に
在
る
者
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い

た
「
君
子
」
の
語
が
、
儒
家
に
至
っ
て
従
政
者
の
意
を
含
み
つ
つ
、

道
徳
的
人
格
者
の
意
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
見
解
が
先

学
に
お
い
て
は
共
通
し
て
お
り
、
通
説
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、「
聖
人
」
の
語
と
比
べ
て
、「
君
子
」
の
語
に
つ
い
て
、
正

面
か
ら
取
り
上
げ
た
論
考
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
聖
人
君
子

と
も
併
称
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
以
下
に
君
子
の
性
格
を
検
討
す

る
う
え
で
、「
聖
人
」
の
語
と
比
較
す
る
方
法
が
有
効
な
方
法
の

ひ
と
つ
と
な
ろ
う
。
ま
た
、「
君
子
」
の
語
と
「
小
人
」
の
語
と

が
対
比
的
に
使
用
さ
れ
る
と
き
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
小
人
」
の

語
と
の
比
較
も
君
子
の
性
格
を
知
る
う
え
で
有
効
な
方
法
で
あ
ろ

う
。
上
述
の
理
由
に
よ
り
、
履
軒
の
君
子
観
を
明
ら
か
に
す
る
に

当
た
っ
て
、
聖
人
と
の
比
較
・
小
人
と
の
比
較
と
い
う
二
つ
の
観

点
か
ら
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。
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二
、
君
子
と
聖
人
と

　

履
軒
の
聖
人
観
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
論
語
逢
原
』
を
題
材

に
別
稿
に
お
い
て
検
討
し
た（

４
）

。
そ
の
拙
稿
一
で
は
、
履
軒
が
基
本

的
に
儒
教
の
伝
統
的
な
聖
人
観
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
履
軒
は
、
道
徳
的
に
優
れ
た
理
想
的
人
格

者
像
と
統
治
者
と
し
て
の
理
想
像
と
の
両
面
を
と
も
に
重
視
す
る

立
場
で
聖
人
を
と
ら
え
て
い
た
。
こ
の
履
軒
の
立
場
は
、
朱
熹
に

よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
朱
子
学
の
立
場
を
踏
ん
だ
も
の
で
あ
る（

５
）

。
た

だ
、日
本
に
受
容
さ
れ
た
朱
子
学
は
、「
聖
人
は
学
ん
で
至
る
可
し
」

の
語
に
象
徴
さ
れ
る
道
徳
的
理
想
像
と
し
て
の
聖
人
像
を
強
調
す

る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
点
で
履
軒
の
聖
人
像
は
、
む
し
ろ
朱
子
本

来
の
朱
子
学
の
立
場
に
近
い
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。た
だ
、『
孟
子
』

離
婁
章
句
上
に
も
「
聖
人
は
人
倫
の
至
り
な
り
」
と
見
え
て
い
る

か
ら
、
元
来
、
道
徳
的
人
格
者
像
と
し
て
見
る
の
は
儒
教
の
伝
統

的
立
場
で
あ
り
、
そ
の
立
場
と
日
本
の
朱
子
学
の
立
場
と
が
矛
盾

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
朱
子
学
が
聖
人
の
有
す
る
両
面
の

一
方
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
は
心
に
留
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
で
は
、
君
子
と
聖
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

履
軒
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
一
）
君
子
と
聖
人
と
の
共
通
点

　

履
軒
の
『
逢
原
』
で
は
、
君
子
と
聖
人
と
を
程
度
の
差
は
あ
っ

て
も
同
範
疇
の
理
想
像
と
し
て
扱
っ
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
た
と

え
ば
、『
論
語
』
述
而
篇
「
子
曰
く
、
聖
人
は
吾わ

れ

得
て
之
を
見
ず
。

君
子
者
を
見
る
を
得
ば
、
斯す

な
わち

可
な
り
。
善
人
は
吾
得
て
之
を
見

ず
。
恒
有
る
者
を
見
る
を
得
ば
、
斯
ち
可
な
り
」の
箇
所
で
あ
る
。

履
軒
の
『
逢
原
』
は
、
元
来
、
朱
子
の
『
集
注
』
に
基
づ
き
な
が

ら
も
、
そ
れ
を
批
判
す
る
注
解
だ
か
ら
、
ま
ず
、
こ
の
箇
所
の『
論

語
集
注
』
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

張
敬
夫
曰
く
、
聖
人
・
君
子
は
学
を
以
て
言
う
。
善
人
・
恒

有
る
者
は
質
を
以
て
言
う
、
と
。
愚
謂
え
ら
く
、
恒
有
る
者

の
聖
人
に
お
け
る
や
、
高
下
固
よ
り
懸
絶
す
。
然
れ
ど
も
未

だ
恒
有
る
自
り
し
て
能
く
聖
に
至
ら
ざ
る
者
有
ら
ず
。
…
其

の
人
に
徳
に
入
る
の
門
を
示
す
こ
と
、
深
切
に
し
て
著
明
な

り
と
謂
う
可
し
、
と
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
同
部
分
の
『
論
語
逢
原
』
で
は
次
の
よ
う
に

言
う
。善

人
・
恒
有
る
者
の
聖
人
・
君
子
に
お
け
る
や
、
倫
に
非
ず
。

蓋
し
各
自
類
為
る
の
み
。〔
朱
子
の
〕
註
に
恒
有
る
者
と
聖
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人
と
を
取
り
て
、
其
の
高
下
を
論
じ
、
恒
有
る
も
の
を
「
徳

に
入
る
の
門
」
と
為
す
に
及
ぶ
は
、
皆
な
之
を
失
う
。

　
『
論
語
集
注
』
の
解
釈
に
従
え
ば
、
聖
人
と
君
子
と
は
学
問
を

修
め
る
者
の
上
下
、
善
人
と
恒
有
る
者
と
は
人
と
し
て
の
性
質
の

上
下
に
よ
る
分
類
で
、一
見
す
れ
ば
別
範
疇
の
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、

実
は
同
じ
範
疇
と
考
え
て
良
い
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
な
ぜ
な
ら

恒
有
る
者
か
ら
聖
人
に
至
る
可
能
性
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
た
だ
し
、
聖
人
と
善
人
と
で
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
聖
人
が

上
位
者
だ
か
ら
、
善
人
よ
り
劣
る
恒
有
る
者
と
聖
人
と
の
間
に
は

非
常
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。そ
れ
に
対
し
て
、

履
軒
は
善
人
・
恒
有
る
者
と
聖
人
・
君
子
と
の
関
係
を
「
倫
に
非

ず
」、
す
な
わ
ち
、
比
較
の
対
象
に
な
ら
な
い
ま
っ
た
く
異
質
の

範
疇
だ
と
言
う
。
同
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
孔
子
は
人
を
教

う
る
に
、〔『
論
語
』
述
而
篇
に
見
え
る
〕
互
郷
の
童
子
と
雖
も
、

亦
た
必
ず
之
を
誘
う
に
君
子
の
道
を
以
て
す
。
未
だ
誘
う
に
善
人

の
道
を
以
て
す
る
を
聞
か
ず
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
そ
れ

ぞ
れ
は
異
質
の
範
疇
だ
と
す
る
履
軒
の
考
え
が
う
か
が
え
る
。
そ

し
て
、
聖
人
と
君
子
と
は
「
自
ら
類
為
る
の
み
」、
す
な
わ
ち
、

比
較
対
象
に
で
き
る
同
質
の
範
疇
だ
と
言
う
。
当
然
、
君
子
よ
り

も
聖
人
の
方
が
上
位
者
だ
け
れ
ど
も
、
と
も
に
学
問
を
修
め
る
点

に
お
い
て
同
質
な
の
で
あ
る
（
後
述
）。
同
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』

に
、
ま
た
「
聖
人
君
子
、
既
に
見
る
を
得
可
か
ら
ず
。
是
に
お
い

て
善
人
を
見
ん
と
欲
す
る
も
、
亦
た
得
可
か
ら
ず
」
と
あ
り
、
こ

こ
で
も
聖
人
と
君
子
と
を
並
称
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、『
論
語
逢
原
』
に
は
聖
賢
と
君
子
と
を
並
称
す
る
例

も
見
え
る
。『
論
語
』
子
路
篇
「
善
人　

民
を
教
う
る
こ
と
七
年

な
ら
ば
、
亦
た
以
て
戎
に
即つ

か
し
む
可
し
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢

原
』に「「
戎
に
即
か
し
む
」の
句
、
暗
に
聖
賢
君
子
の
業
を
伏
す
」

と
言
う
。
こ
の
聖
賢
と
は
聖
人
と
賢
人
と
を
並
称
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。『
論
語
』
述
而
篇
「
子　

斉
に
在
り
て
韶
を
聞
く
。

三
月　

肉
の
味
を
知
ら
ず
。
曰
く
、
楽
を
為
す
の
斯こ

こ

に
至
る
を
図

ら
ず
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
著
想
の
節
に
中あ

た

る
は
、
斯

ち
聖
為
り
賢
為
り
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
そ
れ
は
理
解

で
き
る
。
そ
し
て
、
賢
人
の
中
に
は
君
子
も
含
ま
れ
る
。『
論
語
』

里
仁
篇「
子
曰
く
、
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
に
死
す
と
も
可
な
り
」

の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「「
道
」　

君
子
の
道
・
聖
人
の
道
と

言
う
が
如
し
。
即
ち
人
の
共
に
由
る
所
の
大
道
な
り
。
亦
た
聖
賢

の
独
り
有
す
る
所
に
非
ず
」
と
あ
っ
て
、
君
子
の
道
・
聖
人
の
道

と
称
し
て
い
て
も
、
道
は
聖
賢
の
み
が
有
し
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
ど
ん
な
人
々
に
も
共
通
す
る
ひ
と
つ
の
道
だ
と
言
う
。
こ
の

用
例
か
ら
見
て
、「
聖
賢
」
の
語
に
聖
人
と
君
子
と
が
含
ま
れ
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
履
軒
の
考
え
る
君
子
は
、
具
体
的
に
聖
人
と
ど
の
よ
う
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な
点
で
同
範
疇
だ
と
言
え
る
の
か
。
前
出
の
拙
稿
一
で
は
、
履
軒

の
聖
人
観
の
特
徴
と
し
て
、
道
徳
的
理
想
像
と
統
治
者
的
理
想
像

と
の
両
側
面
を
と
も
に
強
調
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
履
軒

の
聖
人
観
の
特
徴
が
同
じ
く
君
子
観
に
も
該
当
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
履
軒
の
『
逢
原
』
は
『
論
語
』
や
『
孟

子
』な
ど
の
儒
教
の
経
書
に
対
す
る
注
解
だ
か
ら
、
基
本
的
に『
論

語
』
や
『
孟
子
』
の
本
文
の
意
を
踏
む
。
注
５
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
君
子
の
意
味
す
る
範
囲
は
聖
人
よ
り
も
広
い
か
ら
、
聖
人
の

場
合
の
よ
う
に
統
治
者
的
理
想
像
と
言
う
よ
り
も
、
為
政
者
的
理

想
像
と
言
う
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
先
学
の
業
績

に
従
っ
て
上
述
し
た
よ
う
に
、『
論
語
』
や
『
孟
子
』
本
文
の
君

子
に
も
道
徳
的
理
想
像
と
為
政
者
的
理
想
像
と
の
両
側
面
が
あ
る

か
ら
、
当
然
、
履
軒
の
君
子
観
に
も
そ
れ
は
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
。

そ
の
点
を
以
下
に
見
て
ゆ
く
。
ま
ず
、
道
徳
的
理
想
像
か
ら
検
討

す
る
。

　

履
軒
の
『
論
語
逢
原
』
に
お
い
て
、
道
徳
的
理
想
像
と
し
て
君

子
を
描
く
箇
所
は
多
い
。『
論
語
』
顔
淵
篇
に
、
司
馬
牛
が
君
子

と
は
何
ぞ
や
と
質
問
し
た
の
に
対
し
て
、
孔
子
が
「
君
子
は
憂
え

ず
懼
れ
ず
」
と
答
え
る
箇
所
が
あ
る
。
同
部
分
の
『
論
語
逢
原
』

に「
君
子
の
徳
は
全
し
。
故
に
自
ら
能
く
憂
え
ず
懼
れ
ざ
る
の
み
」

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
君
子
の
徳
は
完
璧
だ
か
ら
、
憂
え
た
り
懼

れ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
自
然
に
な
い
の
だ
と
履
軒
は
解
す
る
。
つ

ま
り
、
君
子
は
有
徳
者
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
論
語
』子
張
篇「
子

夏
曰
く
、
君
子　

三
変
有
り
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
は
「
君

子
と
は
、
泛ひ

ろ

く
盛
徳
者
を
謂
う
」と
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、

君
子
も
聖
人
と
同
程
度
の
徳
を
有
す
る
人
格
者
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
る
側
面
が
あ
る
と
い
う
履
軒
の
考
え
が
理
解
で
き
る
。
た
だ
、

有
徳
の
君
子
ば
か
り
で
は
な
い
と
履
軒
は
考
え
て
い
た
よ
う
だ
け

れ
ど
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
論

語
逢
原
』
に
言
及
さ
れ
る
君
子
に
は
、
道
徳
的
理
想
像
の
性
格
が

あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。
で
は
、
為
政
者
的
理
想
像
の
性
格
に

つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
『
論
語
逢
原
』
で
は
、
為
政
者
的
理
想
像
と
し
て
君
子
を
描
く

箇
所
も
多
い
。『
論
語
』
学
而
篇
「
曾
子
曰
く
、
終
わ
り
を
慎
み

遠
き
を
追
え
ば
、
民
の
徳　

厚
き
に
帰
す
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢

原
』
で
は
「
曾
子　

民
の
徳　

厚
き
に
帰
す
る
を
以
て
言
を
立
つ
。

是
れ
在
位
の
君
子
を
以
て
言
う
を
知
る
可
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
民
衆
の
道
徳
心
を
向
上
さ
せ
る
の
は
位
に
在
っ
て
民

衆
を
導
く
君
子
の
役
割
だ
と
す
る
。
た
だ
、
こ
の
箇
所
で
は
君
子

の
語
義
が
曖
昧
で
、
君
子
が
臣
下
の
意
を
表
わ
す
の
か
、
君
主
自

身
を
意
味
す
る
の
か
、
や
や
わ
か
り
に
く
い
。

　

し
か
し
、『
論
語
』
先
進
篇
「
子
曰
く
、
先
進
の
礼
楽
に
お
け

る
は
、
野
人
な
り
。
後
進
の
礼
楽
に
お
け
る
は
、
君
子
な
り
」
の

箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
君
子
は
野
人
に
対
し
て
位
を
以
て
言
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で
に
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た（

６
）

。
一
例
の
み
挙
げ
れ
ば
、

『
論
語
』
述
而
篇
「
子
曰
く
、
我
（
孔
子
）
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
之
を
知
る
者
に
非
ず
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
次
の
よ

う
に
言
う
。

群も
ろ
も
ろの

聖
人
、
大
抵
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
る
」。
然
れ

ど
も
孔
子　

独
り
集
め
て
大
成
す
る
者
な
る
は
、
其
れ
学
を

好
む
こ
と
の
篤
き
を
以
て
な
り
。
孔
子　

学
を
好
む
を
以
て

自
ら
標し

る

す
者
と
す
る
も
、
亦
た
甚
だ
理
有
り
。
当
に
特た

だ
に

謙
辞
を
以
て
之
を
断
ず
べ
か
ら
ず
。

　

履
軒
は
、
孔
子
を
始
め
と
す
る
聖
人
達
が
篤
学
の
士
だ
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。
同
部
分
の
『
論
語
集
注
』
に
「
尹
氏
曰
く
、
孔

子　

生
知
の
聖
を
以
て
、
毎つ

ね

に
学
を
好
む
と
云
う
は
、
惟
だ
に
人

に
勉
め
し
む
る
の
み
に
非
ず
」と
あ
る
か
ら
、
履
軒
の
見
解
と『
論

語
集
注
』
と
は
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
履
軒
は
朱

子
と
立
場
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
君
子
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
陽
貨
篇
「
子
曰
く
、
礼

と
云
い
礼
と
云
う
。
玉
帛
を
云
わ
ん
や
。
…
」
の
箇
所
の
『
論
語

集
注
』
に
「
程
子
曰
く
、
天
下
に
一
物
と
し
て
礼
楽
無
き
も
の
無

し
」
と
あ
っ
て
、
程
子
は
二
つ
の
椅
子
の
間
に
も
盗
賊
に
あ
っ
て

も
礼
楽
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
論
語
逢
原
』
は
次

う
の
み
。
是
れ
威
容
閑
都
（
そ
の
姿
が
落
ち
着
い
て
い
て
み
や
び

や
か
で
あ
る
こ
と
）
の
義
な
り
。〔
朱
子
の
〕
註
の
「
賢
な
る
士

大
夫
」、「
賢
」
字
は
当
を
失
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
同
箇
所
の
『
論

語
集
注
』
に
「
君
子
は
賢
な
る
士
大
夫
を
謂
う
」
と
あ
る
の
を
批

判
し
て
、
賢
愚
に
か
か
わ
ら
ず
君
子
は
士
大
夫
と
い
う
地
位
を
指

す
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
士
大
夫
は
君
主
を
補
佐
し
て
実
際
に
国

政
に
携
わ
る
地
位
に
あ
る
か
ら
、
ま
さ
し
く
臣
下
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
君
子
を
臣
下
と
し
て
の
為
政
者
的
理
想
像
と
解
し
て
良
い

も
の
が
あ
る
。
他
に
も
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
、
曾
子
が
病
を
得
て

孟
敬
子
が
見
舞
い
に
訪
れ
た
際
、
曾
子
が
「
君
子　

道
に
貴
ぶ
所

の
者　

三
あ
り
。
…
籩
豆
の
事
（
祭
礼
の
瑣
事
）
は
、
則
ち
有
司

存
す
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
君
子
は
位
を
以
て
言
う
。

下
文
の
「
有
司
」
と
相
照
ら
す
」
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
も
、
有
司
、

す
な
わ
ち
、祭
礼
に
関
わ
る
専
門
の
役
人
と
対
照
さ
れ
る
君
子
は
、

為
政
者
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
君
子
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
履
軒
は
、
聖
人
と
同
様
に
理
想
的
人
格
者
と

理
想
的
為
政
者
と
の
両
側
面
の
性
格
を
有
す
る
者
と
し
て
君
子
を

と
ら
え
て
い
る
。
た
だ
、『
逢
原
』
で
は
、
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま

ざ
ま
の
側
面
で
君
子
と
聖
人
と
の
性
格
の
共
通
性
に
言
及
し
て
い

る
。

　

た
と
え
ば
、
聖
人
と
君
子
と
が
と
も
に
学
ぶ
こ
と
を
重
視
し
て

い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
聖
人
が
学
び
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
す
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の
よ
う
に
言
う
。

盗
賊
の
礼
楽
、
猶
猫
の
五
徳
な
り
。
何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん

や
。
抑そ

も
そも

天
下
に
一
物
と
し
て
礼
楽
無
き
も
の
無
く
、
両
椅

も
亦
た
礼
楽
あ
り
、
盗
賊
も
亦
た
礼
楽
有
り
と
言
わ
ば
、
則

ち
是
れ
君
子
は
学
ぶ
に
労
せ
ざ
る
者
な
る
か
。

　

履
軒
は
、
椅
子
に
も
盗
賊
に
も
礼
楽
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
君
子

が
苦
労
し
て
学
問
す
る
必
要
も
な
か
ろ
う
と
程
子
の
解
釈
を
強
く

批
判
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
履
軒
は
君
子
を
学
問
す
べ
き
存

在
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
履
軒
の
見
解
は
必
ず

し
も
履
軒
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、『
中
庸
章
句
』
第
二
十
七
章

に
お
い
て
も
「
君
子
は
徳
性
を
尊
び
、
問
学
に
道よ

る
」
と
あ
る
か

ら
、
学
問
の
必
要
性
を
説
く
履
軒
の
立
場
は
、『
中
庸
』
の
考
え

に
沿
う
も
の
で
あ
る（

７
）

。

（
二
）
君
子
と
聖
人
と
の
相
違
点

　

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
履
軒
の
『
逢
原
』
で
は
、
君
子
と

聖
人
と
を
同
範
疇
に
扱
う
箇
所
が
多
い
。
た
だ
し
、
言
う
ま
で
も

な
く
、
聖
人
が
上
位
者
で
君
子
が
下
位
で
あ
る
。
上
述
し
た
『
論

語
』
述
而
篇
「
子
曰
く
、
聖
人
は
吾
得
て
之
を
見
ず
。
君
子
者
を

見
る
を
得
ば
、
斯
ち
可
な
り
。
…
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に

お
い
て
、
聖
人
も
君
子
も
と
も
に
学
問
を
修
め
る
点
で
「
類
為
る

の
み
」、
す
な
わ
ち
、
比
較
対
照
可
能
な
同
質
の
範
疇
に
あ
る
と

言
う
。
た
だ
、
同
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
君
子
の
称　

稍や

や

泛ひ
ろ

く
、
上
下
に
通
ず
。
然
れ
ど
も
聖
に
対
し
て
言
を
為
せ
ば
、
則

ち
是
れ
未
だ
聖
な
ら
ざ
る
の
大
賢
な
る
の
み
」
と
あ
る
の
を
併
せ

見
れ
ば
、「
君
子
」
の
語
の
意
味
す
る
範
囲
が
広
く
、
聖
人
と
同

じ
く
賢
人
の
範
疇
に
入
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
聖
人
の
水
準
ま
で

は
達
し
て
い
な
い
君
子
も
存
在
す
る
と
履
軒
は
考
え
て
い
た
。
ま

た
、『
論
語
』
子
路
篇
「
子
曰
く
、
君
子
は
事つ

か

え
易
く
、
説よ

ろ
こ

ば
せ

難
し
。
之
を
説
ば
し
む
る
に
道
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
説
ば
ず
」
の

箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
蓋
し
、
い
わ
ゆ
る
君
子
・
小
人
は
、

泛
く
説
く
の
み
。〔
本
文
の
〕
其
の
君
子
は
未
だ
必
ず
し
も
天
理

を
全
う
す
る
の
大
賢
な
ら
ず
」
と
言
う
。
同
部
分
の
『
論
語
集
注
』

に「
君
子
の
心
は
公
に
し
て
恕
、
小
人
の
心
は
私
に
し
て
刻
な
り
。

天
理
・
人
欲
の
間
、
毎つ

ね

に
相
反
す
る
の
み
」
と
あ
っ
て
、
朱
子
は

君
子
を
「
天
理
を
全
う
す
る
」
存
在
―
恐
ら
く
そ
れ
は
聖
人
と
同

水
準
の
人
格
者
―
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
履
軒
は
そ

れ
を
批
判
し
て
、
君
子
の
意
味
す
る
範
囲
は
広
い
か
ら
、
こ
の
章

の
君
子
で
あ
れ
ば
、
大
賢
は
大
賢
だ
け
れ
ど
も
聖
人
並
み
の
水
準

に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
箇
所
で
履
軒
の

言
及
す
る
「
大
賢
」
の
語
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
例
が
参
考
に
な
る
。『
論
語
』
子
罕

中井履軒の君子観 ― 藤居岳人

21



篇
「
子　

四
を
絶
つ
。
意
な
る
毋な

か

れ
、
必
な
る
毋
れ
、
固
な
る
毋

れ
、
我
な
る
毋
れ
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
其
れ
義
理
を

離
れ
ず
し
て
処
置
す
る
の
間
、
自
ら
四
者
の
病
有
る
は
、
大
賢
と

雖
も
未
だ
免
れ
ざ
る
所
な
り
。
乃
ち
之
を
絶
つ
は
、
以
て
聖
人
の

萃
を
抜
く
を
見あ

ら

わ
す
」
と
あ
る
。
本
文
に
お
い
て
、
孔
子
は
自
重

す
べ
き
四
つ
の
弊
害
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
弊
害
は
大
賢

だ
っ
た
と
し
て
も
免
れ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
大
賢
中
の
大
賢
、

す
な
わ
ち
、
聖
人
の
み
が
そ
の
弊
害
を
根
絶
で
き
る
だ
け
だ
と
履

軒
は
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
大
賢
の
範
疇
の
中
で
上
位
に
位
置
す
る

の
が
聖
人
で
あ
り
、
君
子
は
聖
人
よ
り
も
下
位
な
の
で
あ
る
。

　

他
に
も
君
子
が
聖
人
よ
り
も
下
位
の
存
在
だ
と
す
る
例
は
『
論

語
逢
原
』
中
に
多
い
。
た
と
え
ば
、『
論
語
』
衛
霊
公
篇
「
君
子

な
る
か
な
、
蘧
伯
玉
。
邦
に
道
有
れ
ば
、
則
ち
仕
え
、
邦
に
道
無

け
れ
ば
、
則
ち
巻
い
て
之
を
懐
に
す
可
し
」
と
、
衛
国
の
大
夫
で

あ
る
蘧
伯
玉
の
出
処
進
退
を
孔
子
が
称
揚
す
る
箇
所
が
あ
る
。
同

部
分
の
『
論
語
集
注
』
は
「
伯
玉
の
出
処
は
、
聖
人
の
道
に
合
う
。

故
に
「
君
子
」
と
曰
う
」
と
述
べ
て
、
蘧
伯
玉
の
出
処
進
退
が
聖

人
の
水
準
に
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、『
論
語
逢
原
』

は
「〔
朱
子
の
〕
註
の
「
出
処
は
、
聖
人
の
道
に
合
う
」
は
過
当

な
り
。
い
わ
ゆ
る「
君
子
」は
豈
に
必
ず
聖
人
な
ら
ん
や
」と
言
っ

て
、君
子
は
聖
人
並
み
の
水
準
ま
で
は
到
達
し
て
い
な
い
と
す
る
。

　

先
に
述
べ
た
『
論
語
』
子
張
篇
「
子
夏
曰
く
、
君
子　

三
変
あ

り
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
君
子
と
は
、
泛
く
盛
徳
者
を

謂
う
」
と
見
え
て
い
た
か
ら
、
実
際
に
聖
人
と
同
水
準
の
徳
を
有

す
る
と
見
な
さ
れ
る
君
子
も
履
軒
は
認
め
て
い
た
。
そ
の
徳
の
実

質
的
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
仁
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
論
語
』
里
仁

篇
「
君
子
は
仁
を
去
ら
ば
、
悪い

ず

く
に
か
名
を
成
さ
ん
」
の
箇
所
の

『
論
語
逢
原
』
に
「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
仁
を
去
ら
ば
、
則
ち
君
子

の
名
号　

已
に
泯ほ

ろ

ぶ
」
と
述
べ
て
、
仁
の
徳
が
な
く
て
、
君
子
と

名
乗
れ
る
わ
け
が
な
い
と
確
か
に
言
っ
て
い
る
。こ
の
部
分
の『
論

語
集
注
』
に
も
「
君
子
の
君
子
為
る
所
以
は
、
其
の
仁
を
以
て
な

り
」
と
あ
る
か
ら
、
履
軒
も
朱
子
も
『
論
語
』
本
文
の
意
を
忠
実

に
敷
衍
し
て
、
君
子
で
仁
を
実
現
し
て
い
る
者
も
い
る
と
認
め
て

い
る
。
し
か
し
、
君
子
の
意
は
幅
広
い
か
ら
、
ま
だ
仁
の
徳
を
会

得
し
て
い
な
い
君
子
も
い
る
の
だ
と
履
軒
は
述
べ
る
。た
と
え
ば
、

『
論
語
』
憲
問
篇
「
子
曰
く
、
君
子
に
し
て
仁
な
ら
ざ
る
者
有
ら

ん
か
。
未
だ
小
人
に
し
て
仁
な
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
」
の
箇
所
の

『
論
語
逢
原
』
で
は
「
子
路
・
冉
有
諸
子
、
豈
に
君
子
に
非
ず
や
。

然
れ
ど
も
夫
子
は
皆
な
仁
を
許
さ
ず
。
則
ち
孔
門
の
弟
子
は
、
多

く
是
れ
未
だ
仁
な
ら
ざ
る
の
君
子
な
り
」と
述
べ
た
り
、「
是
の
章
、

君
子
中
に
、
未
だ
仁
な
ら
ざ
る
の
人
有
る
を
言
う
な
り
」
と
説
明

す
る
。
す
な
わ
ち
、
子
路
や
冉
有
ら
で
さ
え
も
君
子
で
は
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
ま
だ
仁
の
徳
を
会
得
し
て
い
な
い
と
履
軒
は
見
な
す

の
で
あ
る
。
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以
上
の
検
討
か
ら
、
大
賢
中
の
最
高
の
存
在
が
聖
人
で
あ
り
、

聖
人
並
み
の
仁
徳
を
有
す
る
者
も
い
る
け
れ
ど
も
、
君
子
は
基
本

的
に
は
聖
人
よ
り
下
位
の
水
準
だ
と
履
軒
は
考
え
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
君
子
に
一
定
の
評
価
を
与
え
な
が
ら
も
、

聖
人
よ
り
は
や
や
劣
っ
た
存
在
と
と
ら
え
る
の
は
、
い
わ
ば
儒
教

の
常
識
に
属
す
る
。
た
と
え
ば
、『
中
庸
章
句
』
第
十
一
章
（『
中

庸
天
楽
楼
章
句
』
第
二
章
）
に
、「
君
子
は
道
に
遵
い
て
行
く
も
、

半
途
に
し
て
廃
す
。
吾
（
孔
子
）
は
已
む
こ
と
能
わ
ず
」
と
あ
る
。

こ
の
本
文
は
、
君
子
は
あ
る
べ
き
道
を
実
践
し
な
が
ら
途
中
で
や

め
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、
聖
人
た
る
孔
子
自
身
は
道

の
実
践
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
の
意
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
『
中
庸
』
の
文
章
を
見
れ
ば
、
聖
人
よ
り
も
君
子
を
下
位
に
位

置
づ
け
る
履
軒
の
君
子
観
は
『
中
庸
』
の
立
場
、
引
い
て
は
儒
教

の
基
本
的
立
場
と
齟
齬
を
き
た
す
も
の
で
は
な
い
。
否
、
む
し
ろ

上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
場
合
は
『
中
庸
』
と
い
う
経
典
の
君
子

観
を
踏
ん
だ
う
え
で
、
履
軒
が
君
子
の
意
味
を
考
え
て
い
る
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
儒

教
の
基
本
的
立
場
を
踏
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儒
者
の
解
釈

は
微
妙
に
相
違
す
る
。
そ
の
点
を
同
箇
所
の
『
中
庸
逢
原
』
を
例

に
見
て
み
る
。

　

そ
こ
で
は「「
半
塗
に
し
て
廃
す
」る
は
、
是
れ
怠
惰
な
る
の
み
。

力　

実
に
足
ら
ざ
る
に
非
ず
。
此
れ
と
論
語
と
文
同
じ
く
し
て
旨

異
な
り
」
と
あ
る
。
同
部
分
の
『
中
庸
集
注
』
に
「「
半
塗
に
し

て
廃
す
」
る
は
、
則
ち
力
の
足
ら
ざ
れ
ば
な
り
」
と
あ
り
、
弟
子

の
冉
求
が
師
の
道
を
実
践
す
る
の
が
難
し
い
と
弱
音
を
吐
い
た
の

に
対
し
て
、
孔
子
が「
力　

足
ら
ざ
る
者
は
、
中
道
に
し
て
廃
す
。

今　

女
は
画か

ぎ

れ
り
」
と
叱
咤
す
る
『
論
語
』
雍
也
篇
の
文
章
に
基

づ
い
て
、
君
子
が
途
中
で
挫
折
す
る
の
は
そ
の
力
不
足
に
よ
る
の

だ
と
解
す
る
。
履
軒
は
そ
の
『
中
庸
集
注
』
の
解
釈
を
批
判
し
て
、

君
子
が
途
中
で
道
の
実
践
を
や
め
て
し
ま
う
の
は
、
力
不
足
に
よ

る
の
で
は
な
く
、
怠
惰
な
だ
け
だ
と
言
う
。
こ
れ
は
力
不
足
と
言

え
ば
、
将
来
的
に
も
道
の
実
践
が
で
き
な
い
よ
う
に
聞
こ
え
る
の

に
対
し
て
、
怠
惰
な
だ
け
な
ら
ば
、
そ
の
怠
惰
を
改
善
す
れ
ば
道

の
実
践
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
君
子
が
聖
人
の
水
準
に
ま
で
至
る
可
能
性
を
強
調
す
る
点

が
こ
の
部
分
に
お
け
る
履
軒
の
解
釈
の
特
徴
な
の
で
あ
る
。

　

履
軒
が
考
え
た
君
子
と
聖
人
と
の
位
置
づ
け
の
様
相
は
、
以
上

の
検
討
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
君
子
と
聖
人
と
は
同
範
疇
な
が

ら
も
、
君
子
は
あ
く
ま
で
も
聖
人
よ
り
も
下
位
で
あ
る
。
た
だ
、

実
際
に
「
君
子
」
の
語
と
対
比
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
聖

人
よ
り
も
む
し
ろ
小
人
の
方
が
多
い
。
次
に
章
を
改
め
て
、
君
子

と
小
人
と
を
比
較
対
照
し
つ
つ
、
履
軒
の
君
子
観
を
検
討
す
る
。
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三
、
君
子
と
小
人
と

（
一
）
君
子
と
小
人
と
の
相
違
点

　
『
論
語
』
に
は
、
君
子
と
小
人
と
を
対
比
的
に
取
り
上
げ
る
文

章
が
多
い
。『
論
語
逢
原
』
に
お
い
て
も
、
君
子
と
小
人
と
の
相

違
に
つ
い
て
履
軒
も
縷
々
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
論
語
』

里
仁
篇「
君
子
は
義
に
喩さ

と

り
、
小
人
は
利
に
喩
る
」の
箇
所
の『
論

語
逢
原
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

富
民
有
り
て
大
倉
を
造
る
。
方ま

さ

に
穀
を
積
む
こ
と
数
万
斛こ

く

な

り
。
搢
紳
先
生
（
高
貴
な
身
分
の
紳
士
）　

過よ

ぎ
り
て
観
て
、

曰
く
、
善
い
か
な
、
子
の
之
を
為つ

く

る
や
。
一
た
び
凶
歳
に
遇

う
も
、
邑
中
に
饑
殍
無
し
、
と
。
既
に
し
て
市
井
の
黠
民（
賢

し
い
庶
民
）　

過
ぎ
り
て
観
て
、
曰
く
、
善
い
か
な
、
子
の

此
れ
を
為
る
や
。
一
た
び
凶
歳
に
遇
え
ば
、
贏
万
金
を
取
ら

ん
、
と
。
君
子
・
小
人
の
心
を
存
す
る
は
、
往
往
に
し
て
此

く
の
如
し
。
則
ち
其
の
喩
る
所
を
知
る
可
し
。

　

あ
る
裕
福
な
人
が
大
き
な
蔵
に
大
量
の
穀
物
を
蓄
え
て
い
る
の

を
見
て
、
搢
紳
先
生
、
す
な
わ
ち
、
君
子
が
「
飢
饉
に
な
っ
て
も

こ
れ
で
町
の
人
々
が
飢
え
死
に
す
る
こ
と
は
な
い
ね
」
と
言
っ
た

の
に
対
し
て
、
市
井
の
黠
民
、
す
な
わ
ち
、
小
人
は
「
飢
饉
に
な

れ
ば
大
儲
け
で
き
ま
す
な
あ
」
と
言
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
の
よ
う

に
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
、
君
子
の
義
と
小
人
の
利
に
つ
い
て
、

そ
の
心
の
あ
り
方
の
相
違
を
履
軒
は
説
明
す
る
。

　

た
だ
、『
論
語
』
に
言
及
さ
れ
る
小
人
は
、
徳
性
を
備
え
て
い

な
い
と
は
い
え
、
君
子
の
よ
う
に
政
治
に
携
わ
ら
な
い
か
と
言
え

ば
そ
う
で
は
な
い
。『
論
語
』
衛
霊
公
篇
「
子
曰
く
、
君
子
は
小

知
す
可
か
ら
ず
。
而
し
て
大
受
す
可
し
。
小
人
は
大
受
す
可
か
ら

ず
。
而
し
て
小
知
す
可
し
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
、
以
下

の
よ
う
に
言
う
。

①
此
の
小
人
は
、
才
幹
有
る
も
大
徳
無
き
者
を
指
す
。
姦
邪
憸

佞
の
類
に
非
ず
。

②
小
人
は
小
を
務
む
。
小
事
は
或
い
は
観
る
可
き
も
の
有
り
。

大
事
に
至
ら
ば
、
決
し
て
其
の
能
く
任
ず
る
所
に
非
ず
。
君

子
は
大
を
務
む
。
大
任
を
受
け
て
、
能
く
自
ら
担
当
す
。
細

務
に
至
ら
ば
、
未
だ
必
ず
し
も
善
を
尽
く
さ
ず
。

　
『
論
語
』
本
文
で
は
、
君
子
は
細
か
い
仕
事
は
で
き
な
い
と
き

も
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
任
は
任
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
小
人
は
そ

の
逆
だ
と
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
論
語
逢
原
』
で
は
、
小
人
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は
徳
性
が
不
十
分
な
が
ら
、
あ
る
程
度
の
能
力
は
あ
り
、「
姦
邪

憸
佞
」（
と
ん
で
も
な
く
品
性
下
劣
で
あ
る
こ
と
）
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
と
言
う（

８
）

。

　

で
は
、上
述
し
た
よ
う
な
君
子
と
小
人
と
の
差
を
生
じ
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
原
因
に
基
づ
く
の
か
。
履
軒
は
、
君
子
・
小
人
の
間

に
存
す
る
志
向
の
相
違
に
よ
る
と
説
明
す
る
。た
と
え
ば
、『
論
語
』

季
氏
篇
「
孔
子
曰
く
、
益
す
る
者
の
三
楽
あ
り
。
損
す
る
者
の
三

楽
あ
り
。
…
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
是
の
章
、
泛
く
君

子
・
小
人　

志
趣
の
異
な
る
こ
と
斯
く
の
如
き
を
論
ず
る
の
み
」

と
あ
る
。『
論
語
』
本
文
に
は
「
君
子
・
小
人
」
の
語
は
見
え
な

い
け
れ
ど
も
、
こ
の
章
に
続
く『
論
語
』季
氏
篇
に
、「
孔
子
曰
く
、

君
子
に
侍
す
る
に
、
三
愆
有
り
」「
孔
子
曰
く
、
君
子
に
三
戒
有
り
」

「
孔
子
曰
く
、
君
子
に
三
畏
有
り
」
な
ど
見
え
る
か
ら
、「
孔
子
曰

く
、
益
す
る
者
の
三
楽
あ
り
。
…
」
章
も
君
子
に
つ
い
て
述
べ
た

章
だ
と
履
軒
は
理
解
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
履
軒
は
こ
の
箇

所
で
君
子
と
小
人
と
の
相
違
を
「
志
趣
の
異
な
り
」
と
い
う
向
き

の
相
違
と
し
て
と
ら
え
る
。
ま
た
、『
論
語
』
憲
問
篇
「
子
曰
く
、

君
子
に
し
て
仁
な
ら
ざ
る
者
有
ら
ん
か
。
未
だ
小
人
に
し
て
仁
な

る
者
有
ら
ざ
る
な
り
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
君
子
・
小

人
は
、
趨
向
各
お
の
異
な
り
、
風
味
相
反
す
。
夫
子　

毎つ
ね

に
対
説

し
て
意
を
示
す
」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
儒
教
の
最
高
の
徳
目

た
る
仁
を
会
得
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
君
子
・
小
人
の
相
違
が
生

じ
、
そ
れ
は
「
趣
向
の
異
な
り
」
と
い
う
向
き
の
違
い
に
よ
る
の

だ
と
履
軒
は
言
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
向
き
の
相
違
に
よ
っ
て
、
君
子
と
小
人
と
の
差

が
生
じ
る
と
履
軒
は
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
差
は
仁
徳
の
有
無

と
い
う
大
き
な
相
違
と
し
て
両
者
の
品
格
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に

な
る
。
仁
徳
以
外
に
も
、『
論
語
』
雍
也
篇
「
子　

子
夏
に
謂
い

て
曰
く
、
女　

君
子
儒
と
為
れ
、
小
人
儒
と
為
る
無
か
れ
、
と
」

の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
「
君
子
儒
・
小
人
儒
は
、
人
物
の
趨

向
風
味
を
以
て
言
う
。
程
説
は
穏
当
な
り
」
と
述
べ
て
、
君
子
・

小
人
の
相
違
を
「
趣
向
風
味
」
の
相
違
に
よ
る
と
す
る
。
履
軒
は

『
集
注
』
に
見
え
る
程
子
の
説
を
批
判
す
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど

も
、『
論
語
』
憲
問
篇
「
古
の
学
ぶ
者
は
己
の
為
に
し
、
今
の
学

ぶ
者
は
人
の
為
に
す
」
に
基
づ
く
同
部
分
の
程
子
の
説
「
君
子
儒

は
己
の
為
に
し
、
小
人
儒
は
人
の
為
に
す
」
は
穏
当
な
解
釈
だ
と

し
て
お
り
、
君
子
と
小
人
と
の
向
き
の
相
違
が
学
問
す
る
態
度
の

相
違
と
い
う
大
き
な
相
違
を
生
じ
る
に
至
る
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
君
子
と
小
人
と
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

そ
の
原
因
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、「
志
趣
の
異
な
り
」「
趣
向
の

異
な
り
」
と
い
っ
た
向
き
の
相
違
で
あ
り
、
い
わ
ば
わ
ず
か
の
差

で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、『
論
語
』
為
政
篇
「
子
曰
く
、
君
子

は
周
し
て
比
せ
ず
。
小
人
は
比
し
て
周
せ
ず
」
の
箇
所
を
検
討
し

て
み
よ
う
。
同
部
分
の
『
論
語
集
注
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
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君
子
・
小
人　

為
す
所
の
同
じ
か
ら
ざ
る
は
、
陰
陽
昼
夜
の

如
く
、
毎
毎
に
相
反
す
。
然
れ
ど
も
其
の
分
か
る
る
所
以
を

究
め
ば
、
則
ち
公
私
の
際
に
在
り
て
、
毫
釐
の
差
あ
る
の
み
。

故
に
聖
人　

周
比
・
和
同
・
驕
泰
の
属
（
全
て
『
論
語
』
に

見
え
る
君
子
・
小
人
を
対
比
す
る
語
）
に
お
い
て
、
常
に
対

挙
し
て
互
い
に
之
を
言
う
は
、
学
者
を
し
て
両
つ
の
間
を
察

し
て
、
其
の
取
舍
の
幾
を
審
ら
か
に
せ
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば

な
り
。

　

同
じ
く
同
部
分
の
『
論
語
逢
原
』
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

君
子
・
小
人
の
分
か
る
る
所
以
は
、
譬
う
る
に
僅わ

ず

か
に
一
張

の
紙
を
容
る
。
形
質
を
以
て
せ
ば
、
則
ち
誠
に
「
毫
釐
」
な

り
。
紙
に
表
裏
有
り
。
表
裏
を
以
て
せ
ば
、
則
ち
雲
泥
な
り
。

夫
の
「
毫
釐
の
差
」
は
、
唯
だ
行
事
の
初
起
一
念
頭
に
在
り

て
言
え
ば
、
可
な
り
。
泛
論
を
作な

し
難
し
。
先
儒　

喜
び
て

「
毫
釐
」
を
説
く
は
、
往
往
に
し
て
周
備
を
得
ず
。
慎
み
て

主
張
す
る
勿
れ
。

　
『
集
注
』
で
は
、
君
子
・
小
人
の
相
違
を
「
毫
釐
の
差
」
と
い

う
わ
ず
か
の
差
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
は
述
べ

て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は
、
君
子
・
小
人
の
形
質
の

差
は
確
か
に
わ
ず
か
の
差
だ
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、『
集
注
』

の
解
釈
で
は
、
実
際
の
行
動
の
初
期
に
は
わ
ず
か
の
差
で
あ
る
こ

と
が
該
当
し
て
も
、
そ
の
差
だ
け
で
は
概
括
的
な
説
明
と
し
て
は

不
十
分
だ
と
批
判
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
具
体
的
に
紙
の
例
を
取

り
上
げ
て
、
同
じ
一
枚
の
紙
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
表
裏
の
差
で

大
き
く
雲
泥
の
差
が
つ
く
よ
う
に
、「
趣
向
」「
志
趣
」
の
相
違
に

よ
っ
て
君
子
・
小
人
の
品
格
の
有
無
と
い
う
雲
泥
の
差
を
生
じ
る

の
だ
と
説
明
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
君
子
・
小
人
の
相
違
に
つ
い
て
、
履
軒
の『
逢

原
』
を
検
討
し
て
き
た
。
君
子
・
小
人
の
「
趣
向
」「
志
趣
」
の

相
違
に
よ
っ
て
、
仁
徳
の
有
無
や
学
問
に
対
す
る
態
度
の
相
違
な

ど
、
結
果
的
に
大
き
な
差
異
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
そ

の
「
趣
向
」「
志
趣
」
の
相
違
を
生
じ
る
原
因
は
何
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
道
へ
の
志
向
の
有
無
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
次
節
で

検
討
す
る
。

（
二
）
君
子
の
道

　

道
を
志
向
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
道
を
学
ぶ
こ
と
を
履
軒
が

重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿
二
に
お
い
て
指
摘
し
た
。

そ
こ
で
は
、
道
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
本
来
の
善
な
る
性

を
発
揮
す
る
こ
と
を
履
軒
が
め
ざ
し
て
お
り
、
そ
の
性
善
説
の
立

場
が
履
軒
の
思
想
の
特
徴
だ
と
述
べ
た
。
拙
稿
二
で
は
『
論
語
』
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里
仁
篇
「
子
曰
く
、
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な

り
」
章
と
衛
霊
公
篇
「
人　

能
く
道
を
弘
む
。
道　

人
を
弘
む
る

に
非
ず
」
章
と
の
『
論
語
逢
原
』
を
主
に
取
り
上
げ
た
け
れ
ど
も
、

こ
こ
で
は
「
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
…
」
章
の
み
再
び
取
り
上
げ
る
。

「
道
」　

君
子
の
道
・
聖
人
の
道
と
言
う
が
如
し
。
即
ち
人
の

共
に
由
る
所
の
大
道
な
り
。
亦
た
聖
賢
の
独
り
有
す
る
所
に

非
ず
。
但
だ
聖
賢
は
能
く
斯
道
に
由
り
て
行
な
う
。
衆
人
は

多
く
能
わ
ず
。
故
に
〔
道
の
〕
名
を
聖
賢
に
帰
す
る
の
み
。

聖
賢　

豈
に
別
に
一
道
を
築
か
ん
や
。〔
朱
子
の
〕註
の
、「
事

物
当
然
の
理
」、「
道
」
字
に
貼つ

か
ず
。

　

履
軒
か
ら
見
れ
ば
、
道
は
、「
人
の
共
に
由
る
所
の
大
道
」、
す

な
わ
ち
、
ど
ん
な
人
間
で
あ
ろ
う
と
共
通
し
て
由
る
べ
き
道
で
あ

り
、
当
然
、
ひ
と
つ
の
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
凡
人
に
は
そ
の
道

の
実
践
が
難
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
聖
人
や
君
子
は
そ
れ
を
実

践
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
ん
な
人
に
も
共
通
の
道
で
あ
り
な

が
ら
、「
君
子
の
道
」「
聖
人
の
道
」
な
ど
の
よ
う
に
、
聖
賢
の
名

前
を
冠
す
る
の
だ
と
履
軒
は
説
明
す
る
。

　

で
は
、『
論
語
』
に
見
え
る
道
を
定
義
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
な

る
か
。
履
軒
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
仁
で
あ
る
。『
論
語
』
里
仁

篇
「
子
曰
く
、
参
（
曾
子
）、
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
、
と
。

曾
子
曰
く
、
唯
、
と
。
子
出い

づ
。
門
人
問
う
て
曰
く
、
何
の
謂
い

ぞ
や
、
と
。
曾
子
曰
く
、
夫
子
の
道
は
、
忠
恕
の
み
、
と
」
の
箇

所
の
『
論
語
逢
原
』
を
検
討
す
る
。
該
当
箇
所
で
、
ま
ず
履
軒
は

「
夫
子
の
道
は
、
仁
な
る
の
み
。
別
の
道
有
る
に
非
ず
」と
述
べ
て
、

求
め
る
べ
き
道
が
仁
の
実
現
の
み
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。『
論

語
』
本
文
で
は
「
夫
子
の
道
は
、
忠
恕
の
み
」
と
曾
子
は
述
べ
て

お
り
、
齟
齬
が
あ
る
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
履
軒
は
「
忠
恕
は
仁
の

緒
に
し
て
、
仁
を
為
す
の
工
夫
な
り
。
故
に
亦
た
仁
道
を
形
容
す

可
し
」
と
説
明
し
て
、
本
文
の
「
忠
恕
」
が
仁
の
徳
の
端
緒
で
あ

り
、
仁
を
会
得
す
る
た
め
の
努
力
の
一
環
だ
か
ら
、
本
来
、
仁
と

言
っ
て
も
良
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
忠
恕
と
し
て
い
る
の

だ
と
言
う
。
同
部
分
の
『
逢
原
』
に
、
ま
た
「
夫
子
の
い
わ
ゆ
る

「
一
貫
」
は
、
仁
を
以
て
言
う
。
曾
子
の
い
わ
ゆ
る
「
忠
恕
」
も

亦
た
仁
に
依
り
て
言
う
」と
述
べ
る
の
も
、
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
履
軒
は
仁
の
徳
を
道
の
核
心
に
位
置
づ
け
る
。

　

ま
た
、
道
に
対
す
る
履
軒
の
見
解
を
探
る
に
は
『
孟
子
逢
原
』

も
参
考
に
な
る
。『
孟
子
』
尽
心
章
句
上
に
「
孟
子
曰
く
、
人
の

学
ば
ず
し
て
能
く
す
る
所
の
者
は
、
其
の
良
能
な
り
。
慮
ら
ず
し

て
知
る
所
の
者
は
、
其
の
良
知
な
り
。
孩
提
の
童
も
、
其
の
親
を

愛
す
る
を
知
ら
ざ
る
無
し
。
其
の
長
ず
る
に
及
び
て
や
、
其
の
兄

を
敬
う
を
知
ら
ざ
る
無
し
。
親
を
親
し
む
は
仁
な
り
。
長
を
敬
う

は
義
な
り
。
他
無
し
、
之
を
天
下
に
達
す
る
な
り
」
と
あ
り
、
良
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知
と
良
能
と
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
こ
の
中
の
「
他
無
し
、
之

を
天
下
に
達
す
る
な
り
」に
対
し
て
、『
孟
子
逢
原
』は「「
達
」は
、

施
行
を
以
て
言
う
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
君
子
の
道
も
亦
た
他
事
無

し
。
仁
義
を
天
下
に
達
行
す
る
の
み
。
是
れ
端
的
に
道
を
論
ず
」

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
道
と
は
仁
義
の
徳
を
天
下
に
及
ぼ
す
こ

と
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
、『
孟
子
』
告
子
章
句
上
「
孟
子
曰
く
、
羿
の
人
に
射

を
教
う
る
に
、
必
ず
彀こ

う

に
志
す
。
学
者
も
亦
た
必
ず
彀
に
志
す
。

大
匠　

人
に
誨お

し

う
る
に
、
必
ず
規
矩
を
以
て
す
。
学
者
も
亦
た
必

ず
規
矩
を
以
て
す
」
の
箇
所
の
『
孟
子
逢
原
』
に
「
是
の
章
…
以

て
聖
賢　

人
を
誨
う
る
に
、
必
ず
大
中
至
正
の
道
を
以
て
す
る
を

喩
う
。
孔
子
の
仁
・
孟
子
の
仁
義
、
皆
な
彀
な
り
、
規
矩
な
り
」

と
述
べ
る
。
彀
と
は
矢
を
放
つ
頃
合
い
の
こ
と
で
、
規
矩
は
大
工

仕
事
に
用
い
る
コ
ン
パ
ス
・
定
規
の
こ
と
だ
か
ら
、
と
も
に
弓
術

や
大
工
仕
事
に
お
け
る
要
諦
の
意
と
な
る
。「
大
中
至
正
」
の
語

は
偏
ら
ず
正
し
い
こ
と
を
指
し
、
儒
教
の
最
高
の
境
地
を
示
し
て

い
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
孔
子
に
あ
っ
て
は
仁
、
孟
子
に
と
っ
て

は
仁
義
と
呼
ば
れ
る
境
地
は
、
儒
教
の
要
諦
た
る
「
大
中
至
正
の

道
」
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、履
軒
は
道
を
学
ぶ
こ
と
を
重
視
す
る
。

当
然
、
そ
の
道
は
誰
も
が
学
ぶ
べ
き
も
の
だ
け
れ
ど
も
、
履
軒
の

『
逢
原
』
を
見
れ
ば
、
そ
の
道
を
君
子
と
結
び
つ
け
て
説
く
こ
と

が
多
い
。
た
と
え
ば
、『
論
語
』
泰
伯
篇
「
子
曰
く
、
篤
く
信
じ

て
学
を
好
み
、
死
を
守
り
て
道
を
善
く
し
、
…
」
の
箇
所
の
『
論

語
逢
原
』
に
「
此
の
章
は
、
一
箇
の
君
子
を
形
容
す
。
人
を
し
て

的
を
破
ら
使
む
。
学
者
の
工
夫
を
論
ず
る
に
非
ず
」
と
あ
り
、「
道

を
善
く
す
る
」こ
と
が
君
子
の
め
ざ
す
べ
き
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。

ま
た
、『
論
語
』
子
罕
篇
「
子
曰
く
、
与と

も

に
共
に
学
ぶ
可
き
も
、

未
だ
与
に
道
に
適ゆ

く
可
か
ら
ず
。
与
に
道
に
適
く
可
き
も
、
未
だ

与
に
立
つ
可
か
ら
ず
。
与
に
立
つ
可
き
も
、
未
だ
与
に
権は

か

る
可
か

ら
ず
」
の
箇
所
の
『
論
語
逢
原
』
に
は
「「
道
に
適
く
」
は
、
君4

子
の
道

4

4

4

に
由
り
て
行
く
を
謂
う
」
と
述
べ
る
（
以
下
、
傍
点
は
筆

者
に
よ
る
）。

　
『
論
語
逢
原
』
の
み
な
ら
ず
、『
孟
子
逢
原
』
や
『
中
庸
逢
原
』

に
お
い
て
も
君
子
と
道
と
の
強
い
関
連
は
う
か
が
え
る
。『
孟
子
』

告
子
章
句
下
に
、
魯
国
が
慎
子
を
将
軍
に
し
て
斉
国
と
戦
争
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
孟
子
が
慎
子
を
諫
め
て
「
君
子
の
君
に

事つ
か

う
る
や
、
務
め
て
其
の
君
を
引
き
、
以
て
道
に
当
た
り
仁
に
志

さ
し
む
る
の
み
」
と
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
部
分
の
『
孟
子

逢
原
』
に
「「
道
に
当
た
る
」
は
、
君
子
の
大
道

4

4

4

4

4

に
合
う
を
謂
う
」

と
言
う
。
ま
た
、『
中
庸
章
句
』
第
十
三
章
（『
中
庸
天
楽
楼
章
句
』

第
四
章
）「
子
曰
く
、
道
は
人
に
遠
か
ら
ず
。
人
の
道
を
為
し
て

人
に
遠
き
は
、
以
て
道
と
為
す
可
か
ら
ず
」
の
箇
所
の
『
中
庸
逢

原
』
に
は
「「
道
」
の
字
、
何
ぞ
別
解
を
須も

ち

い
ん
や
。
…
唯
だ
是
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れ
い
わ
ゆ
る
君
子
の
道

4

4

4

4

な
る
者
の
み
。
意
は
元
と
平
易
な
り
」
と

述
べ
て
、
こ
ち
ら
も
君
子
と
道
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も「
孔
子
の
道
を
伝
う
る
者
は
、
唯
だ『
論
語
』『
孟
子
』

『
中
庸
』
の
三
種
の
み
」（
上
述
の
『
孟
子
逢
原
』）
と
述
べ
て
、

履
軒
は
『
論
語
』『
孟
子
』『
中
庸
』
を
重
ん
じ
て
い
た
。
こ
の
三

書
の
中
で
、「
○
○
之
道
」
の
表
現
で
道
に
言
及
す
る
語
は
い
く

つ
か
見
え
る
け
れ
ど
も
、「
君
子
之
道
」
と
す
る
も
の
が
多
い
。

試
み
に
「
君
子
之
道
」「
聖
人
之
道
」「
夫
子
之
道
」（「
夫
子
之
道
」

に
は
「
仲
尼
之
道
」「
孔
子
之
道
」
を
含
む
）
の
三
例
を
比
較
し

て
み
れ
ば
、『
論
語
』
で
は
君
子
が
三
例
、
聖
人
が
な
し
、
夫
子

が
一
例
見
え
る
。『
孟
子
』
で
は
君
子
が
二
例
、
聖
人
が
一
例
、

夫
子
が
三
例
見
え
る
。『
中
庸
』で
は
君
子
が
五
例
、
聖
人
が
一
例
、

夫
子
は
な
し
で
あ
る（

９
）

。『
孟
子
』
は
「
堯
舜
之
道
」
の
用
例
が
最

も
多
く
、堯
舜
に
代
表
さ
れ
る
聖
人
に
よ
る
王
道
政
治
を
説
く『
孟

子
』
の
特
徴
を
物
語
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、『
論
語
』『
中
庸
』
に

限
れ
ば
、「
君
子
之
道
」
が
最
も
多
い
。
特
に
『
中
庸
』
に
お
け

る
「
君
子
之
道
」
の
用
例
の
多
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
懐
徳
堂
儒
者
の
『
中
庸
』
重
視
の

立
場
で
あ
る
。
三
宅
石
庵
に
始
ま
り
、
中
井
竹
山
に
よ
っ
て
整
理

さ
れ
た
「
中
庸
錯
簡
説
」
が
経
書
に
関
す
る
懐
徳
堂
学
派
の
中
心

的
学
説
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。『
中
庸
』
前
半
の
主
題

を
「
中
」、
後
半
の
主
題
を
「
誠
」
と
す
る
考
え
を
も
と
に
、『
中

庸
章
句
』
第
十
六
章
を
第
二
十
四
章
の
後
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
竹
山
は
『
中
庸
懐
徳
堂
定
本
』
を
ま
と
め
た
。
履
軒
の

『
中
庸
天
楽
楼
章
句
』
も
章
立
て
は
や
や
相
違
す
る
け
れ
ど
も
『
中

庸
懐
徳
堂
定
本
』
と
基
本
的
立
場
は
同
じ
で
あ
る
。
履
軒
が
君
子

と
道
と
を
結
び
つ
け
た
う
え
で
、
道
の
実
践
の
重
要
性
を
強
調
す

る
の
は
、
実
は
そ
の
『
中
庸
』
重
視
の
立
場
を
反
映
し
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。『
中
庸
』
に
対
す
る
履
軒
の
思
い
入
れ
は
、

本
稿
で
も
、
す
で
に
注
７
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
以
下
、
節
を
改

め
て
履
軒
の
『
中
庸
』
に
対
す
る
思
い
入
れ
を
、
道
の
概
念
を
中

心
に
検
討
す
る
。

（
三
）
履
軒
と
『
中
庸
』
と

　

履
軒
は
『
中
庸
逢
原
』
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

中
庸
一
篇
、
蓋
し
道
を
論
ず
る
の
全
備
す
る
者
な
り
。
故
に

浅
深
高
卑
、
有
ら
ざ
る
莫
し
。
之
を
画
山
に
譬
う
る
や
、

巓い
た
だ
き

有
り
趾ふ

も
と有

り
、
亦
た
〔
山
〕
腹
有
り
。
草
木
・
泉
石
・

虫む
し
け
ら豸

に
及
ぶ
も
、
亦
た
皆
な
有
り
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
中
庸
』
に
は
道
の
全
て
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

と
履
軒
は
述
べ
る
。そ
れ
は
さ
な
が
ら
山
の
絵
に
、山
頂
や
山
腹
・

山
麓
の
み
な
ら
ず
、
山
に
あ
る
草
木
な
ど
全
て
の
も
の
が
描
か
れ
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て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
言
う
。
道
を
論
じ
る
う
え
で
『
中
庸
』

が
最
高
の
書
だ
と
い
う
履
軒
の
意
識
は
、『
中
庸
章
句
』
第
一
章

（『
中
庸
天
楽
楼
章
句
』も
同
じ
）「
天
の
命
ず
る　

之
を
性
と
謂
い
、

性
に
率し

た
が

う　

之
を
道
と
謂
い
、
道
を
脩
む
る　

之
を
教
と
謂
う
」

の
『
中
庸
逢
原
』
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
履
軒
は
「
一
篇

の
主
意
、
道
を
脩
む
る
の
教
に
在
り
。
故
に
劈
頭
に
説
破
す
る
こ

と
此
く
の
如
し
。
当
に
視
る
に
高
論
空
議
を
作な

す
べ
か
ら
ず
」
と

述
べ
る
。
性
・
道
・
教
の
三
者
に
つ
い
て
説
く
『
中
庸
』
の
著
名

な
箇
所
に
対
し
て
、
履
軒
は
「
道
を
脩
む
る
の
教
」
が
最
も
重
要

だ
と
言
う
。
こ
こ
で
も
道
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も『
中
庸
』に
お
い
て
、
道
の
実
践
が
我
々
人
間
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
箇
所
は
多
い
。『
中
庸
章
句
』

第
一
章
「
道
な
る
者
は
、
須
臾
も
離
る
可
か
ら
ず
。
離
る
可
き
は

道
に
非
ず
。
是
の
故
に
君
子
は
其
の
睹み

ざ
る
所
を
戒
慎
し
、
其
の

聞
か
ざ
る
所
を
恐
懼
す
」
は
、
君
子
と
も
関
連
づ
け
つ
つ
、
人
間

に
と
っ
て
の
道
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
し
、『
中
庸
章
句
』
第

十
三
章
「
子
曰
く
、
道
は
人
に
遠
か
ら
ず
。
人
の
道
を
為
し
て
人

に
遠
き
は
、
以
て
道
と
為
す
可
か
ら
ず
」
も
同
様
に
道
を
重
視
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
中
庸
』
で
強
調
さ
れ
る
道
に
つ
い
て
、
履
軒
が

ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
の
か
を
見
て
み
る
。
先
ほ
ど
の
『
中
庸

章
句
』第
一
章（『
中
庸
天
楽
楼
章
句
』で
も
同
じ
）「
道
な
る
者
は
、

須
臾
も
離
る
可
か
ら
ず
。
離
る
可
き
は
道
に
非
ず
。
…
」
の
箇
所

の
『
中
庸
逢
原
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
離
る
可
か
ら
ず
」
は
、
人　

当
に
道
を
離
る
べ
か
ら
ざ
る

を
謂
う
。
離
る
れ
ば
則
ち
邪
辟
な
り
。
譬
う
る
に
一
条
の
路

を
行
来
す
る
が
如
し
。
偶た

ま

た
ま
足
を
失
い
て
路
外
に
投
げ
れ

ば
、
必
ず
顚
仆
狼
狽
す
る
の
み
。

　

人
が
道
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
た
め
に
、
履
軒

は
道
路
の
往
来
を
例
に
挙
げ
る
。
整
備
さ
れ
た
正
し
い
道
路
を
歩

い
て
い
る
と
き
は
問
題
な
い
け
れ
ど
も
、
図
ら
ず
も
そ
の
道
路
を

は
ず
れ
て
し
ま
え
ば
す
ぐ
に
顛
倒
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
履
軒
は

言
う
。
こ
こ
で
は
、
道
の
実
践
を
道
路
の
往
来
と
い
う
具
体
的
な

例
を
用
い
て
説
明
す
る
の
が
履
軒
の
特
徴
で
あ
る
。

　

履
軒
の
『
逢
原
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
例
を
用
い
た
比
喩

を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
特
に
道
に
つ
い
て
は
そ

の
特
徴
が
目
立
つ
。『
中
庸
章
句
』
第
一
章
の
同
部
分
に
、
履
軒

は
ま
た
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

〔
道
は
〕
宜
し
く
人
の
当
に
践
行
す
べ
き
所
の
条
路
を
言
う

べ
し
。〔
朱
子
の
〕
註
に
乃
ち
「
日
用
事
物
の
当
に
行
な
う

べ
き
の
理
」
と
言
う
。
是
の
理
は
事
物
に
属
し
て
、
人
に
属
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さ
ず
。
之
を
失
う
。
又
た
道
を
以
て
「
性
の
徳
」
と
為
す
は
、

大
い
に
分
弁
無
し
。
暁
る
可
か
ら
ず
。
且
つ
道
は
何
の
「
心

に
具
わ
る
」
か
之こ

れ

有
ら
ん
。

　

こ
こ
で
は
「
理
」「
性
の
徳
」「
心
に
具
わ
る
」
な
ど
宋
学
の
概

念
を
用
い
た
『
論
語
集
注
』
の
抽
象
的
解
釈
を
履
軒
が
批
判
し
て

い
る
が
、
道
を
「
宜
し
く
人
の
当
に
践
行
す
べ
き
所
の
条
路
を
言

う
べ
し
」と
定
義
す
る
文
章
が
注
目
で
き
る
。
こ
こ
に
見
え
る「
践

行
」
の
語
は
、
普
通
、「
践
み
行お

こ

な
う
」
と
訓
む
け
れ
ど
も
、「
条

路
」
は
一
条
の
道
路
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
意
を
踏
め
ば
「
践
み

行ゆ

く
」
と
訓
む
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
履
軒
は
、
道
路
な
ど
の
具

体
的
事
例
を
用
い
て
解
釈
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
訓
に
つ
い
て

も
、
具
体
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
た
独
自
の
解
釈
を
展
開
し
て
お

り
、
履
軒
の
立
場
の
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
る
。

　

以
上
、
道
の
解
釈
を
中
心
に
履
軒
の
『
中
庸
』
に
対
す
る
思
い

入
れ
を
見
て
き
た
。
履
軒
は
懐
徳
堂
の
儒
者
の
中
で
特
に
経
学
研

究
に
優
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
懐
徳
堂
学
派
の
儒
者
の
『
中
庸
』

重
視
の
姿
勢
は
夙
に
有
名
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
ひ
と
つ
の
典
型
が

履
軒
の
経
書
解
釈
か
ら
う
か
が
え
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、「
君
子
」
の
語
を
中
心
と
し
て
、
儒
者
と
し
て
の
中
井

履
軒
の
思
想
の
特
徴
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
君
子
観
に
つ
い
て

は
、
特
に
君
子
・
小
人
の
相
違
を
生
じ
る
原
因
と
し
て
道
へ
の
志

向
の
有
無
を
強
調
す
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
君
子
と
道
と
の
つ
な
が
り
を
踏
ん
だ
解
釈
か

ら
『
中
庸
』
に
対
す
る
履
軒
の
特
別
な
思
い
入
れ
も
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
た
。

　
「
中
庸
錯
簡
説
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
懐
徳
堂
の
儒
者
ら

は
そ
の
独
自
の
立
場
で
日
本
近
世
の
学
術
界
に
ひ
と
つ
の
地
歩
を

築
い
て
い
る
。
履
軒
の
君
子
観
の
検
討
を
通
し
て
も
、
そ
の
独
自

の
立
場
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
儒
教
に
あ
っ
て
は
、
聖
人
が
最
高
の
理
想
像
で
あ
り
、

君
子
は
聖
人
に
次
ぐ
理
想
像
と
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
履
軒
の
立

場
も
基
本
的
に
そ
の
位
置
づ
け
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。た
だ
、

履
軒
の
聖
人
観
も
そ
う
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
履
軒
の
君
子
観
に
も

道
徳
的
理
想
像
と
為
政
者
的
理
想
像
と
の
両
側
面
を
と
も
に
認
め

る
立
場
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。聖
人
に
せ
よ
君
子
に
せ
よ
、

江
戸
時
代
当
時
の
朱
子
学
者
が
道
徳
的
理
想
像
と
し
て
の
側
面
を

強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
点
も
履
軒
の
立
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場
の
特
徴
と
言
っ
て
も
良
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
履
軒
の
立
場

は
、
実
は
朱
子
本
来
の
立
場
、
す
な
わ
ち
、
宋
代
士
大
夫
が
「
修

己
」
と
「
治
人
」
と
の
双
方
を
重
視
す
る
立
場
に
近
い
。

　

江
戸
時
代
の
儒
者
が
道
徳
的
理
想
像
と
し
て
の
聖
人
観
・
君
子

観
を
有
し
て
い
た
の
は
、そ
の
時
代
の
制
約
に
よ
る
所
が
大
き
い
。

な
ぜ
な
ら
、
た
と
い
為
政
者
的
理
想
像
と
し
て
の
聖
人
観
・
君
子

観
を
説
い
た
と
し
て
も
、
武
士
が
為
政
者
と
し
て
世
襲
的
に
支
配

す
る
江
戸
期
の
世
の
中
に
あ
っ
て
は
、
身
分
的
裏
づ
け
の
曖
昧
な

儒
者
が
為
政
者
に
な
る
可
能
性
は
非
常
に
低
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
道
徳
的
理
想
像
と
し
て
の
聖
人
観
・
君
子
観
を
儒

者
が
強
調
す
る
に
至
っ
た
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
懐
徳
堂
の
儒
者
、

特
に
中
井
竹
山
・
履
軒
の
兄
弟
は
少
し
様
相
を
異
に
し
て
い
た
。

　

時
代
の
制
約
の
中
で
、
竹
山
は
懐
徳
堂
第
四
代
学
主
と
し
て
、

当
時
の
老
中
松
平
定
信
に
『
草
茅
危
言
』
を
提
出
し
て
、
堂
々
た

る
経
世
論
を
唱
え
た
。弟
の
履
軒
は
厖
大
な
経
書
解
釈
を
通
じ
て
、

「
修
己
」
と
「
治
人
」
と
の
双
方
を
重
視
す
る
本
来
の
儒
者
の
立

場
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
努
力
が
実
際
に
実
を

結
ん
だ
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
竹
山
は
尾

藤
二
洲
ら
の
よ
う
に
自
身
が
寛
政
改
革
に
直
接
携
わ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
し
、
履
軒
も
経
学
研
究
に
沈
潜
し
て
み
ず
か
ら
政
治
の
表

舞
台
に
立
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
そ

れ
で
彼
ら
の
営
為
の
意
味
が
な
く
な
る
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な

か
ろ
う
。
た
と
い
結
果
と
し
て
「
修
己
」「
治
人
」
の
双
方
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
時
代
の
制
約
を
超
え

て
両
者
を
と
も
に
実
現
し
よ
う
と
し
た
彼
ら
の
努
力
の
意
義
は
高

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
彼
ら
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
と
現

代
の
我
々
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、
現
代
の
我
々
は
、
彼
ら
の
営
為
の
意
味
を
み
ず

か
ら
の
問
題
と
し
て
再
度
考
え
直
す
べ
き
と
き
に
来
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

注（
１
） 

以
下
、『
論
語
逢
原
』『
孟
子
逢
原
』『
中
庸
逢
原
』
か
ら
の
引
用
は
、
関

儀
一
郎
編
『
日
本
名
家
四
書
註
釈
全
書
』（
鳳
出
版
、
一
九
七
三
年
、

も
と
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
二
二
～
一
九
三
〇
年
）
所
収
の
テ
キ
ス

ト
に
拠
る
。『
論
語
逢
原
』
は
第
六
巻
・
論
語
部
四
、『
孟
子
逢
原
』
は

第
十
巻
・
孟
子
部
二
、『
中
庸
逢
原
』
は
第
一
巻
・
学
庸
部
一
に
そ
れ

ぞ
れ
収
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
さ
ら
に
、
適
宜
、
大
阪
大
学
附
属
図

書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
履
軒
自
筆
本
を
参
照
す
る
。
な
お
、
引
用
文

中
の
（　

）
は
、
そ
の
前
の
語
の
意
味
を
表
わ
し
、〔　

〕
は
、
文
意

を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
筆
者
が
補
っ
た
語
で
あ
る
。

（
２
） 
湯
浅
邦
弘
「
戦
国
楚
簡
と
儒
家
思
想
―
「
君
子
」
の
意
味
―
」（『
中
国

研
究
集
刊
』
為
号
〔
総
四
十
三
号
〕、
二
〇
〇
七
年
）。

（
３
） 

橋
本
高
勝
『
天
罰
か
ら
人
怨
へ
』（
啓
文
社
、
一
九
九
〇
年
）
二
八
七
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頁
以
下
、
参
照
。

（
４
） 
拙
稿
「
中
井
履
軒
撰
『
論
語
逢
原
』
に
見
え
る
聖
人
観
」（『
懐
徳
堂
セ

ン
タ
ー
報
２
０
０
５
』、
二
〇
〇
五
年
）（
以
下
、
拙
稿
一
と
称
す
る
）。

（
５
） 

聖
人
の
人
格
者
的
側
面
と
統
治
者
的
側
面
と
の
両
面
を
重
ん
じ
る
朱
子

学
の
立
場
は
、
前
者
が
「
修
己
」、
後
者
が
「
治
人
」
の
語
で
表
わ
さ

れ
る
。
朱
子
は
南
宋
の
士
大
夫
だ
っ
た
。
修
己
と
治
人
と
を
重
ん
じ
る

宋
代
士
大
夫
の
精
神
は
、
范
仲
淹
「
岳
陽
楼
記
」
の
「
天
下
の
憂
え
に

先
ん
じ
て
憂
え
、
天
下
の
楽
し
み
に
後
れ
て
楽
し
む
」
の
語
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
民
衆
の
た
め
に
為
政
者
が
政
治
を
担
当
す
る
と
い
う
考

え
の
根
拠
で
あ
る
。
こ
の
宋
代
士
大
夫
の
精
神
に
つ
い
て
は
、
小
島
毅

『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
２
「
士
大
夫
の
時
代
」（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、

二
〇
〇
四
年
）、
小
島
毅
『
中
国
思
想
と
宗
教
の
奔
流
』
第
六
章
「
士

大
夫
の
精
神
」（
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
聖

人
は
、
も
と
古
代
の
理
想
的
な
王
者
の
意
だ
っ
た
か
ら
、「
統
治
者
」

の
語
を
使
用
す
る
こ
と
は
適
当
だ
と
考
え
る
け
れ
ど
も
、
君
子
の
場
合

は
や
や
事
情
が
相
違
す
る
。
注
２
の
湯
浅
論
考
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

統
治
者
、
す
な
わ
ち
、
君
主
の
意
の
み
で
「
君
子
」
の
語
が
使
用
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
国
政
を
担
当
す
る
重
臣
（
湯
浅
論
考
の
用
語
で

は
「
従
政
者
」）
の
意
で
君
子
が
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
本
稿
で
は
、
君
子
の
性
格
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
、
君
主
の
意
の

強
い
「
統
治
者
」
の
語
を
使
用
せ
ず
、
広
く
政
治
に
携
わ
る
者
と
し
て

の
「
為
政
者
」
の
語
を
使
用
す
る
。
宋
代
の
士
大
夫
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
君
主
で
は
な
く
、
科
挙
に
合
格
し
た
後
に
君
主
を
補
佐
し
て
国

政
に
参
与
す
る
重
臣
に
な
る
か
ら
、
為
政
者
の
範
疇
に
属
す
る
。

（
６
） 

拙
稿
「
中
井
履
軒
の
性
善
説
―
『
論
語
逢
原
』
に
見
え
る
「
習
」「
蔽
」

の
語
を
中
心
に
―
」（『
懐
徳
』
七
十
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）（
以
下
、
拙

稿
二
と
称
す
る
）。

（
７
） 

履
軒
は
、
こ
の
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
七
章
（『
中
庸
天
楽
楼
章
句
』

第
二
十
二
章
。
履
軒
は
懐
徳
堂
の
「
中
庸
錯
簡
説
」
に
よ
っ
て
独
自
の

章
立
て
を
し
た
『
中
庸
天
楽
楼
章
句
』
に
基
づ
い
て
『
中
庸
逢
原
』
を

記
し
て
い
る
か
ら
、
以
下
、『
中
庸
逢
原
』
に
言
及
す
る
際
は
『
中
庸

天
楽
楼
章
句
』
の
章
も
併
記
す
る
）
の
箇
所
の
『
中
庸
逢
原
』
に
「
徳

性
は
猶
善
性
を
言
う
。
此
の
句
は
、
善
性
を
崇
奉
し
て
率
由
し
て
、
又

た
古
を
稽か

ん
がえ

て
教
え
を
敬
い
て
事
事
に
規
矩
有
ら
し
む
る
を
言
う
」
と

述
べ
た
う
え
で
、
徳
性
を
尊
ぶ
だ
け
で
は
陸
象
山
や
王
陽
明
の
流
派
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
学
問
す
る
だ
け
で
は
漢
唐
以
来
の
俗
学
の

よ
う
に
な
る
か
ら
、
徳
性
と
学
問
と
の
両
方
を
修
め
る
こ
と
が
必
要
だ

と
説
い
て
い
る
。
履
軒
は
『
中
庸
』
を
み
ず
か
ら
の
立
論
の
大
き
な
理

論
的
根
拠
と
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
武
内
義
雄「
懐

徳
堂
の
経
学
」（『
懐
徳
』
第
二
十
号
、
一
九
四
二
年
）
に
お
い
て
、
武

内
は
、
仁
斎
学
は
孟
子
を
通
じ
て
論
語
を
見
る
経
学
、
徂
徠
学
は
五
経

を
通
じ
て
論
語
に
入
ろ
う
と
す
る
経
学
、
懐
徳
堂
の
経
学
は
中
庸
を
通

じ
て
論
語
を
見
よ
う
と
す
る
経
学
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
履
軒

の
『
中
庸
』
重
視
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
道
に
関
す
る
見
解
を
中
心
に
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後
述
す
る
。

（
８
） 

加
地
伸
行
『
論
語　

増
補
版
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）

一
三
〇
頁
～
一
三
一
頁
の
『
論
語
』
雍
也
篇
「
子　

子
夏
に
謂
い
て
曰

く
、
女　

君
子
儒
と
為
れ
、
小
人
儒
と
為
る
無
か
れ
、
と
」
の
注
（
１
）

に
、
君
子
を
教
養
人
、
小
人
を
知
識
人
と
解
し
た
う
え
で
、
と
も
に
為

政
者
・
行
政
官
だ
と
す
る
。
た
だ
、
小
人
と
違
っ
て
、
君
子
は
知
識
に

加
え
て
人
間
性
・
人
格
性
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
言
う
。
君
子
・
小
人

と
も
に
為
政
者
だ
と
す
る
こ
の
解
釈
は
、『
論
語
逢
原
』
の
立
場
と
同

じ
方
向
で
あ
る
。

（
９
） 

本
文
に
取
り
上
げ
た
君
子
・
聖
人
・
夫
子
以
外
に
、「
○
○
之
道
」
の

用
例
は
、『
論
語
』
で
は
、
他
に
先
王
が
一
例
、
文
武
が
二
例
、
善
人

が
一
例
見
え
る
。『
孟
子
』
で
は
、
堯
舜
が
最
も
多
く
十
一
例
、
先
王

が
五
例
、
儒
者
・
先
聖
・
天
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
見
え
る
。『
中
庸
』

で
は
、
至
誠
・
天
・
合
外
内
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
、
天
地
が
二
例
見

え
る
。

（
本
論
考
は
、
平
成
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研

究
Ｃ
「
懐
徳
堂
学
派
に
お
け
る
教
育
思
想
の
研
究
―
そ
の
経
学
思

想
と
経
世
思
想
と
の
融
合
―
」〔
研
究
代
表
者
・
藤
居
岳
人
〕
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）
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